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オープンデータの取組みについて

富山市の取組み
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平成２７年３月、情報統計課にて

取組み開始までの経緯
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中核市の状況把握のため情報収集を開始。

他の自治体の動向を見極めながら、
取組みの必要性を検討していこう。

他の自治体ではオープンデータの
取組みを開始しているようです。
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調査結果

他都市の状況
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他都市の調査結果によると・・・

平成２７年度当初時点で、約半数以上の中核市が、オープン
データを公開済み、もしくは平成27年度中に公開予定。

これにより、既にオープンデータの取組みについて後発組だと
いうことを知る。

→ ２７年４月に市長から検討指示

①組織横断的なプロジェクトチームの設置

②対象データの洗い出しや公開方法などの検討
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富山市オープンデータ活用推進プロジェクトチーム設置

調査・研究プロジェクトチーム
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【平成２７年５月】

・プロジェクトチーム設置（任期１年）

メンバーは職員８名（大半が課長級以上で別所属）

＋外部アドバイザー２名（大学教授＋IT系研究員）

・ ２７年度は、６回の会議を開催。

・庁内説明会の開催（外部アドバイザー、

Code For Toyama Cityによる講演）

・推進方針、ガイドライン等の策定や

当初公開データの洗い出し。
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公開するまでの準備
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・初期登録データをどうするか（対象、収集方法）

※スモールスタート

・オープンデータ推進ガイドラインの作成

・利用規約の作成

・カタログサイトのデザイン

・カタログサイトとしての機能をどうするか

（ランキングや希望受付フォームなど）

・庁内組織所有データの

オープンデータ化に向けたルール（手引き）の作成

・開設後の運用方法に合ったサイト構築

富山市オープンデータカタログサイト①
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富山市オープンデータカタログサイト②
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《統計データ》

・人口と世帯（H26以降）

・町丁別・年齢別人口

・公称別・町丁別 人口・世帯

・人口の推移

・外国人登録人口

《インフォマップとやま各種搭載データ》

・公共施設

・高齢者福祉施設

・資源物ステーション情報 など

平成２８年６月３０日開設
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・データセット数（いわゆる項目数） ７７
・リソース数（いわゆる実データ数） ５２３

・リソースのダウンロード数 ３７，４５９件

１位 食品営業許可施設

２位 美容営業許可施設

３位 理容営業許可施設

４位 旅館営業許可施設

５位 公衆浴場営業許可施設

富山市オープンデータカタログサイト③

公開されているデータ数（H30.11.30現在）

ダウンロードランキング上位５（H30.4.1～H30.11.30）
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【平成２８年９月～】

・組織横断ワーキンググループ設置（任期１年）

実際にオープンデータ化するデータを取扱っている

中堅以下の職員を募集。メンバー１２名。

・毎年３回の会議を開催。

・メンバーへのオープンデータ研修の実施

・新規オープンデータ登録時に職員ポータルによる市職員周知

・新たなオープンデータの洗い出し、新規登録

・庁内向けアンケート調査の実施 等

活用推進ワーキンググループ①

富山市オープンデータ活用推進ワーキンググループ
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「自治体オープンデータに関する実態調査アンケート（H28年度
庁内向けに実施）」

①オープンデータを「知っている」「聞いたことはある」が約８割を

占め、認知度は高いが、利用したことがある所属は１割強と少な

い。

②約７割の所属が活用したいオープンデータがあると回答し、オ

ープンデータサイトの必要性は感じているが、検索しやすいデー

タの配置や使いやすい操作性を求めている。

③登録データ数の増やすこと、活用例を示すこと、庁内への周

知が必要であると感じている。

活用推進ワーキンググループ②

富山市オープンデータ活用推進ワーキンググループ
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ご清聴ありがとうございました。


